
 同日に行われた男女共同参画講演会では、京都大学理事・副学長（男女共同参画・国際・広報担当）稲葉カヨ氏を講師としてお招
きし、「男女共同参画推進の現状と課題～京都大学での女性研究者支援を通じて～」と題し、世界から見た日本の男女共同
参画（Gender Equality）の現状と京都大学の取り組みについて、 
ご講演いただきました。 
 学内両会場あわせて６６名の教職員および学生が参加しまし 
た。（甲府キャンパス46名/医学部キャンパス20名） 
 参加者より、「有意義だった」「性別の差に関わらず自ら 
率先し行動していく力は必要だと感じた」等ご感想をいただき、 
男女共同参画の重要性を、より一層の理解得る機会となりま 
した。 
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平成29年度山梨大学  
男女共同参画学術研究奨励賞表彰式及び男女共同参画講演会                      

告知 
要申込 

平成29年度 第2回 男女共同参画推進室スキルアップセミナー 
エルゼビア社による若手研究者のための論文投稿+文献管理セミナー 

 平成29年10月11日（水）甲府キャンパス（医学部キャンパスTV中継配信）において、平成29年度山梨大学「男女共
同参画学術研究奨励賞表彰式」及び「男女共同参画講演会」を開催しました。  

 左より、 
  島田 学長 
  若山 氏 
  石丸 氏 
  稲葉 氏 
  風間 室長          

甲府キャンパスの様子                医学部キャンパスの様子 

平成29年度第2回男女共同参画推進室スキルアップセミナーとして、「エルゼビア社に
よる若手研究者のための論文投稿+文献管理セミナー」を、附属図書館と共催して下
記の通り開催いたします。※このセミナーは英語で行われます。 

日 時：平成29年11月22日（水）16：30～18：00 
講 師：高石 雅人氏（エルゼビア・ジャパン株式会社） 
会 場：甲府キャンパス情報メディア館２階 第３実習室 
対 象：本学の若手研究者・学生および留学生 
定 員：30名（要申込・先着順） 
費 用：無料 
申 込：【お名前】【ご所属】をご記入の上、 
    conohana@yamanashi.ac.jpまでお申込ください。 
締 切：11月15日（水） 
 
お問合先：男女共同参画推進室（内線：8350） 
 E-mail ： conohana@yamanashi.ac.jp 

Objective: To support skill acquisition, method for getting accepted & using Mendeley, 
for students and researchers at University of Yamanashi. 

 Date: November 22, 2017 
Lecturer: Masato Takaishi (ELSEVIER Japan,  
      Research Solutions) 
Place: Information & Multi-Media Hall,  
          2nd floor, The 3rd Laboratory 
Participants: Current students & researchers  
         at University of Yamanashi. 
Number of Participants: 30 
Fee: Free 
How to apply this seminar:  
Please send your name and affiliation to        
        conohana@yamanashi.ac.jp 
Deadline: November 15, 2017 

Contact : Gender Equality Office, 
 Email: conohana@yamanashi.ac.jp 

※この賞は、優れた研究成果を挙げた本学の女性研究者を顕彰することにより、研究者の研究意欲の増進を図り、将来の学術研究を担う優秀
な女性研究者の育成及びこれによる男女共同参画を促進することを目的として、本学学長宣言に掲げています。「優秀賞」「奨励賞」の二種類
からなり、学域長等から推薦のあった候補者の中から、選考委員会が下記2名を決定しました。 

 今年度の優秀賞には発生工学研究センター 若山清香特任助教、奨励賞には医学部免疫学講座 石丸かよ子特任
助教が選ばれ、選考委員長である島田眞路学長より激励の言葉と、賞状・目録が授与されました。 

 

 
                                  

 

お二人の、更なるご活躍をお祈りします！ 

各賞の研究テーマ 
 若山 清香 特任助教 
 「高度な体細胞クローン技術や顕微授精技術などの 
                開発や生殖生物学に関する研究」 
 石丸かよ子特任助教 
 「体内時計とアレルギー（概日時計によるIL-33/ST2 
            を介したマスト細胞応答の時間的制御）に関する研究」 



山梨大学 男女共同参画推進室 B1-213号室（事務室）  交流スペース（B1-214号室）の利用時間 9:00～17:00  
 TEL: 055-220-8350  FAX: 055-220-8351     E-mail: conohana@yamanashi.ac.jp 
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ランチ会情報 

テーマ別ランチ会を開催中♪ 
＠交流スペース（B1-214号室） 
 
 2の付く日：介護情報交換！ 

 ５の付く日：子育て情報交換！ 

 専有予約あり 
 
 
 
 
マークのない日にいらしていただいてもOKです♪ 
（但し、打合せ等で対応できないことがあります） 

毎週月曜日：デンパ☆梨甲局   
（どなたでもご参加いただけます。 
       別席での個人利用も可能です。） 

冬季休業 

 ただいまワークライフバランス中です 

ナシダイ男性教職員のワークライフバランスをご紹介！ 

 「わたしのワークライフバランス」   

 「男女共同参画に関するアンケート調査」の結果について 
  当室では、内閣府「男女共同参画週間」にあわせ、アンケート調査を実施いたしました。ご協力頂きました

皆様には心より感謝申し上げます。調査結果の詳細につきましては、男女共同参画推進室ＨＰに掲載いたし
ましたのでご覧下さい。 
 
  
 本年は初めて介護状況について調査を行いました。調査の結果、介護をしている教職員の割合は、約3割
であることがわかりました。調査では、介護をしている人を対象に、「介護離職」について尋ねました。その結
果、約2割の対象者が「ある」と回答しました。また、介護に関して男女共同参画推進室にのぞむことを尋ね
た結果、「学内制度のさらなる周知」(40.85%)が最も多い回答でした。これらの調査結果を受け、男女共同参
画推進室では、介護に関わる学内制度をHPを通じて発信していきたいと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査期間：平成29年6月22日(金)～7月21日(金) 回収率：36.9 %（1,079名） 

【離職を考えたことがありますか】 【介護している人の割合】 

(%) 

 私は国際企画課で留学生メンターをしています。これは留学生の生活と学業をサポートする仕事です。自宅は八王子にあり
ますが、実家の韮崎から通勤しています。 
 八王子には、妻と長男（高１）、次男（中３）、長女（小５）、そして義父（89歳）がおります。 
韮崎では母（78歳）と同居し、週末に八王子に帰る生活です。妻は、フルタイムで働きつつ、 
思春期の長男と次男、中学受験の長女、認知症の義父の面倒をみています。私は、金曜 
の勤務を終えると、山梨の野菜と米を車で届けます。土曜には「父さんランチ」を作り、日曜 
日には義父とキリスト教会に通います。 
 母が30年間、介護ヘルパーをしてきたので、認知症の義父に対するケアでは、そのアド 
バイスを受けながら、デイサービスへの送迎、オムツパンツ交換、入浴・排泄の見守りなど、 
家族みんなで協力しています。 
 余暇には、NPOに参加して、有機農業と健康元気セミナーを楽しみ、また、プレイバックシ 
アターという即興劇の一員として、遊び心を体で表現して気分をリフレッシュしております。 
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所属：国際企画課      
氏名：横森健治さん 

今回は 
この方！ 
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